
第 70回町成人式典開催
1 月 7日（日）、町民体育館において第 70回
町成人式典が開催されました。
今年は 498 人が成人を迎え、華やかな振
袖やスーツに身を包んだ 328 人の新成人が
式典に出席しました。当日は、先生や友人た
ちとの再会を喜びあい、写真を撮ったり談笑
したりする姿が見られました。

主な内容
新成人の抱負………………………

外部評価を実施しました……………

平成 30 年度県民交通災害共済加入受付…

実穀小学校・吉原小学校の閉校について…

第 40回阿見町マラソン大会結果報告……
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新成人の抱負

本日は、私たちが成人として新たな第一歩を踏み出すにあたり、このような盛大な式典を
挙行していただき、誠にありがとうございます。また、町長をはじめ、ご来賓、ご臨席して
いただきました皆さまのお祝いや激励のお言葉を賜りまして、新成人一同を代表して厚く
御礼を申し上げます。
本日、無事に成人式を迎えることができましたのも、私たちを温かく見守ってくださった

先生方や地域の方々、優しく、時に厳しく愛情を持って育ててくれた家族のお陰であり、
新成人一同、強く喜びを感じているところです。
さて、今年度私たちは、新成人として社会への第一歩を踏み出しました。これからの将来

を担う者としての覚悟を新たに持ち、地域と社会発展のために力を尽くしていく所存です。
とは言いましても、私たちはまだまだ未熟な存在です。至らないことも沢山あることと思い
ますが、どうかその際は、手本とすべき人生の先輩である皆さま方のご指導とご鞭

べんたつ

撻のほど、
よろしくお願い申し上げます。簡単ではありますが、これをもって新成人代表のあいさつと
させていただきます。本日はありがとうございました。

今井駿佑さん
（朝日中卒）

本日は、成人を迎えた私たちの門出に対し、このような素晴らしい式を盛大に挙行して
いただき、誠にありがとうございます。また、町長をはじめ、ご来賓、ご臨席してください
ました方々にお祝いや激励のお言葉を賜りまして、心より感謝申し上げます。
さて、私たちは、「20歳」という大きな人生の節目にたちました。この日を境に私たちは
大人であるという自覚を持たなければなりませんが、まだ 20歳になったばかりの私たちは、
このことを理解していないかもしれません。自分自身で考え、責任と自覚を持ち、行動する
ことで、ようやく世間から大人であると評価されるからです。私たちはまだ未熟者です。そ
れでも、確かに今日この場に立てるまで成長できたのは、両親、先生方、地域の方々に
温かく支えていただいたおかげです。まだ至らないところもたくさんありますが、その際は、
今後ともご指導、ご鞭

べんたつ

撻を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。
最後になりましたが、このような式を催していただきましたことに重ねてお礼申しあげ、
新成人代表のあいさつとさせていただきます。

高垣秀平さん
（竹来中卒）

本日は、私たちのためにこのような心温まる式典を挙行して頂きありがとうございます。
町長をはじめ、多くのご来賓の方々から激励のお言葉を頂き身が引き締まる思いです。生ま
れ育ったこの阿見町で同級生と共に成人式を迎えることができたことは、私を支えてくれて
いる家族、友人、そして、地域の皆さまのおかげです。
私は現在、親元を離れ、理学療法士を目指して大学で勉学に励んでいます。日々の勉強は
時に困難なこともありますが、そんな時にはこの阿見町で仲間や諸先生方と過ごした懐かし
い日々を思いだし、奮起することができています。今、こうして 20歳を迎え、地元を離れ
てみて「ふるさと」のぬくもりをしみじみと感じています。
さて、これからの時代は少子高齢化です。財務省では今後、急速に高齢化が進み、近い将来、
一人の若者が一人の高齢者を支えるという厳しい社会が訪れるという報告があります。新成
人として今後、私たちに課せられた大きな課題は、どんな年齢の人にも暮らしやすい環境を
創り上げることです。2020 年には東京オリンピックも控えている今、日本は世界中から注
目されています。この時代に若者として社会と関われることを誇らしく思うと同時に、責任
の重さも痛感しています。この式典を忘れることなく、将来を担う日本男子のひとりとして
しっかりと前を向き精進していくことを誓い、新成人代表の挨

あいさつ

拶とさせていただきます。
本日は誠にありがとうございました。

古川未來さん
（阿見中卒）

中学校在学当時、生徒会長としてご活躍された 3 人の

新成人の皆さんが壇上で抱負を述べられました。
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3 問い合わせ　生涯学習課（中央公民館内）☎888－2526

佐藤里恵さん
（阿見中卒）

髙野幸実さん
（阿見中卒）

安江和さん
（阿見中卒）

椿真琴さん
（阿見中卒）

佐藤祥太さん
（阿見中卒）

窪谷凪紗さん
（阿見中卒）

牛込潤さん
（阿見中卒）

佐久間美里さん
（朝日中卒）

鈴木麻友香さん
（朝日中卒）

横山優香さん
（朝日中卒）

村上慶太さん
（朝日中卒）

大湖勇樹さん
（朝日中卒）

井出サアヤさん
（朝日中卒）

荒井夏海さん
（朝日中卒）

式典協力者のご紹介
「思い出に残るすばらしい成人式にしたい」と中学

校在学当時、生徒会や学年中央委員の人で、受付や

会場整理などにご協力いただいた 20人の新成人を

ご紹介します。ありがとうございました。

●新成人の抱負　式典運営にご協力いただいた新成人の皆さんに、抱負を書いていただきました。主なものをご紹介します。
▼大人としての自覚を持ち、お世話になった方々に恩返しをすると共に、世の中の役に立てる人間になります▼自分
の行動に責任を持ち、人の気持ちを考えられる大人になりたい▼これまで私たちの成長を支えてきてくれた皆様に恩
返しするためにも、これからの時代を担う新成人の一員として、社会の役に立てるよう精進したい▼成人としての自
覚を持ち、自分の行動に責任を持てる大人になりたい▼優しく、良識ある人になる▼大人としての自覚を持ち、広い
視野をもって物事を見られる人になりたい▼社会人としての自覚を持ち、感謝の思いを力に変えて何事にも努力して
いく▼母が成人式で着た振袖を着て式典に参加出来ることを嬉しく思います。この振袖に詰まっている重みと愛情を
忘れず、新成人としての自覚を持ちながら日々努力していきたいです▼何事にも意欲的に取り組んでいきたい▼これ
からは新成人として自覚ある行動を心がけたい▼社会人として自覚ある行動を心がけたい▼これまでに家族や恩師、
地域の方々に支えられて培ってきた経験と知識を糧に、さらに社会に貢献できる人間になれるよう努力していきたい
▼成人式を迎えて大人になったという自覚をはっきりとはまだ感じられませんが、やがて社会に貢献し必要とされる
人材になれるよう勉学に励んでいきたいです▼新成人としての自覚を持ち、責任のある行動をしていきたい

二宮舞さん
（竹来中卒）

葉梨真彩さん
（竹来中卒）

永野さおりさん
（竹来中卒）

伊藤あゆみさん
（竹来中卒）

横田航さん
（朝日中卒）

平岡明莉さん
（竹来中卒）
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▼サービスの拡充と行政改革

町
で
は
、
簡
素
で
効
率
的
な
行

政
運
営
を
推
進
す
る
た
め
「
阿
見

町
行
政
改
革
大
綱
」
を
策
定
し
、

こ
れ
ま
で
も
事
務
事
業
の
見
直
し

や
人
件
費
削
減
な
ど
の
改
革
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

一
方
で
、
そ
の
時
代
の
町
民

ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
サ
ー
ビ
ス
を

拡
充
し
て
き
て
お
り
、
現
在
は
第

6
次
総
合
計
画
に
基
づ
く
定
住
促

進
を
図
る
た
め
の
施
策
や
、
町
民

の
皆
さ
ま
の
安
心
の
実
感
を
高
め

る
た
め
の
施
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
後
も
そ
の
時
代
の
町
民
ニ
ー

ズ
に
応
え
て
い
き
、
一
方
で
さ
ら

な
る
少
子
高
齢
化
や
公
共
施
設
の

老
朽
化
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に

は
、
財
源
の
確
保
を
図
る
と
と
も

に
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
選
択

と
集
中
を
図
っ
て
い
か
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
平
成
29
年
度
は
行
政

改
革
推
進
委
員
会
に
お
い
て
町
が

支
出
す
る
補
助
金
に
対
し
て
外
部

評
価
を
実
施
し
ま
し
た
。
現
在
、

町
内
部
で
改
善
の
検
討
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

外
部
評
価
は
来
年
度
以
降
も
実

施
す
る
予
定
で
す
。
町
民
の
皆
さ

ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

■
外
部
評
価
の
結
果

※
事
業
の
方
向
性
と
し
て
、
▼
継

続
▼
条
件
付
き
で
継
続
▼
廃
止

の
い
ず
れ
か
で
評
価
が
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
付
帯
意
見
が
挙

げ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
合
わ

せ
て
掲
載
し
ま
す
（
付
帯
意
見

は
要
約
し
て
い
ま
す
）

▼
生
ご
み
処
理
容
器
購
入
補
助
金

:

『
条
件
付
き
で
継
続
』
＝
補
助

を
継
続
し
、
さ
ら
な
る
周
知
を

行
う
べ
き

▼
子
ど
も
会
リ
サ
イ
ク
ル
環
境
教

育
事
業
助
成
金
：『
条
件
付
き
で

継
続
』
＝
補
助
を
継
続
し
、
参

加
地
区
の
増
加
に
努
め
る
べ
き

▼
海
外
研
修
補
助
金
（
男
女
共
同

参
画
社
会
推
進
事
業
）：『
条
件
付

き
で
継
続
』＝
参
加
し
や
す
い

補
助
に
す
べ
き
。
将
来
の
人
材

育
成
は
継
続
的
に
行
う
べ
き

▼
ふ
る
さ
と
美
化
推
進
事
業
ご
み

集
積
所
設
置
事
業
費
補
助
金
：

『
継
続
』
＝
生
活
環
境
向
上
の

た
め
、
補
助
は
続
け
る
べ
き

▼
ス
ポ
ー
ツ
大
会
出
場
補
助
金
：『
条

件
付
き
で
継
続
』
＝
補
助
を
継
続

し
、
対
象
者
を
広
げ
る
べ
き

▼
海
外
研
修
補
助
金
（
青
少
年
健

全
育
成
事
業
）：『
廃
止
』＝
同
様

の
事
業
が
あ
る
た
め
、
庁
内
横

断
的
に
検
討
し
、
事
業
の
一
本

化
を
は
か
る
べ
き

▼
教
育
研
究
発
表
会
補
助
金
：『
継

続
』＝
教
員
の
負
担
を
含
め
、

現
場
の
意
見
を
参
考
に
検
討
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い

▼
大
会
出
場
補
助
金
：『
継
続
』＝

生
徒
の
健
全
な
心
と
身
体
を
育

む
た
め
に
必
要
な
補
助
で
あ

り
、
継
続
す
べ
き

■
町
の
対
応
方
針

現
在
、
町
の
内
部
組
織
で
あ
る

『
行
政
改
革
推
進
本
部
』
が
中
心

と
な
り
、
外
部
評
価
の
結
果
と
付

帯
意
見
を
踏
ま
え
、
事
業
の
あ
り

方
や
方
針
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

※
必
ず
し
も
外
部
評
価
の
結
果
が

そ
の
ま
ま
町
の
方
針
と
な
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

■
行
政
改
革
推
進
委
員
会

委
員
を
募
集
予
定

3
月
31
日
を
も
っ
て
行
政
改
革

推
進
委
員
会
委
員
の
任
期
が
満
了

す
る
こ
と
に
伴
い
、
次
期
委
員
の

公
募
を
行
う
予
定
で
す
。
そ
の
際

に
は
、
改
め
て
広
報
あ
み
に
掲
載

し
ま
す
。

●
町
の
行
政
改
革
に
関
す
る
ご
意

見
や
ご
提
案
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
E
メ
ー
ル
・
フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
・
お
手
紙
な
ど
で
お
寄
せ
く

だ
さ
い

問い合わせ　財政課☎888−1111（221・222）

事
業
が
時
代
に
合
わ
な
く

な
っ
て
い
な
い
か
見
直
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
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問い合わせ　交通防災課☎888ー1111（276・277）

参
の
う
え
役
場
2
階
交
通
防
災

課
に
請
求
す
る
。
❶
会
員
証

❷
運
転
免
許
証
（
免
許
の
必
要

な
車
両
を
運
転
中
の
事
故
の
と

き
）
❸
交
通
事
故
証
明
書
（
自

動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
所
長

発
行
の
も
の
）
※
こ
の
証
明
書

が
な
い
場
合
は
、
指
定
の
証
明

書
類
に
よ
り
9
等
級（
3
万
円
）

ま
で
の
制
限
支
給
に
な
り
ま
す

❹
診
断
書
（
医
師
の
診
断
書
・

柔
道
整
復
師
・
あ
ん
摩
マ
ッ
サ

ー
ジ
指
圧
師
・
は
り
師
・
き
ゅ
う

師
の
施
術
証
明
書
が
必
要
。
見

込
み
診
断
書
不
可
）
※
同
日
に

2
か
所
以
上
の
治
療
機
関
に
通

院
し
て
い
る
と
き
は
、
1
日
と

し
て
計
算
❺
委
任
状
（
請
求
人

（
未
成
年
の
場
合
親
権
者
）
以

外
の
人
が
請
求
す
る
と
き
）

●
共
済
見
舞
金
の
請
求
期
間
：
事

故
発
生
日
の
翌
日
か
ら
2
年
以

内
で
す

●
身
障
見
舞
金
と
は
：
共
済
期
間

中
の
交
通
事
故
に
よ
る
傷
害
が

原
因
で
、
そ
の
後
1
級
ま
た
は

2
級
の
身
体
障
害
者
と
な
っ
た

と
き
は
、
共
済
見
舞
金
と
は
別

に
、
身
障
見
舞
金
と
し
て
50
万

円
が
支
払
わ
れ
ま
す

※
こ
の
制
度
は
、
共
済
見
舞
金
の

給
付
を
受
け
た
会
員
の
み
対
象

と
な
り
ま
す

共
済
期
間
中
の
▼
日
本
国
内
の

道
路
上
を
運
行
中
の
自
動
車
・
バ

イ
ク
・
自
転
車
等
の
接
触
・
衝
突
・

転
落
・
転
覆
な
ど
の
事
故
に
よ
る

人
の
死
傷
▼
踏
切
道
に
お
け
る
電

車
等
と
の
接
触
・
衝
突
の
事
故
に

よ
る
人
の
死
傷

ー
が
対
象
で

す
。

●
共
済
見
舞
金
の
全
部
：
▼
会
員

ま
た
は
見
舞
金
受
取
人
の
故
意

に
よ
る
事
故
▼
会
員
が
無
免

許
・
酒
気
帯
び
運
転
中
に
生
じ

た
事
故
ま
た
は
そ
の
事
実
を
承

知
で
同
乗
し
て
い
た
事
故
▼
地

震
・
洪
水
・
暴
風
・
そ
の
ほ
か
の

天
災
で
生
じ
た
事
故

●
共
済
見
舞
金
の
全
部
ま
た
は
一

部
：
▼
正
当
な
理
由
な
く
医
師

の
指
示
に
従
わ
な
か
っ
た
と
き

▼
会
員
ま
た
は
見
舞
金
受
取
人

の
重
大
な
過
失
に
よ
る
事
故
▼

そ
の
ほ
か
法
令
に
違
反
し
組
合

長
が
不
適
当
と
認
め
る
事
故

●
共
済
見
舞
金
の
請
求
方
法
：
次

の
❶
〜
❺
の
書
類
と
印
鑑
を
持

県
民
交
通
災
害
共
済
は
、
県

内
在
住
者
を
対
象
と
し
た
、

交
通
事
故
災
害
の
救
済
制
度
で

す
。
県
内
市
町
村
の
住
民
基
本
台

帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
ま
た
は

外
国
人
登
録
を
し
て
い
る
人
が
加

入
で
き
ま
す
。
年
齢
制
限
は
あ
り

ま
せ
ん
。
加
入
者
に
は
日
本
国
内

で
生
じ
た
交
通
事
故
災
害
に
対
し

て
、
見
舞
金
を
給
付
し
ま
す
。

●
会
費
（
1
年
間
）
：
▼
大
人
：

9
0
0
円
▼
中
学
生
以
下
（
4

月
1
日
現
在
）
：
5
0
0
円

●
見
舞
金
：
▼
死
亡
：
1
0
0
万

円
▼
最
高
傷
害
：
30
万
円
▼
身

障
見
舞
金
：
50
万
円

所
定
の
申
込
書
に
記
入
の
う

え
、
会
費
を
添
え
て
役
場
2
階
交

通
防
災
課
ま
た
は
う
ず
ら
出
張
所

に
申
し
込
む
。

平
成
30
年
度
の
加
入
受
付
は
、

2
月
1
日
か
ら
開
始
し
ま
す
。
共

済
期
間
は
4
月
1
日
（
4
月
1
日

以
降
申
し
込
み
の
場
合
は
、
申
し

込
み
日
の
翌
日
か
ら
適
用
に
な
り

ま
す
）
か
ら
平
成
31
年
3
月
31
日

ま
で
で
す
。

申
し
込
み
方
法
等

対
象
に
な
る
事
故

請
求
手
続
き
等

会
費
・
見
舞
金
等

給
付
で
き
な
い
場
合

安心・安全のまちづくり
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国保年金課国保係・後期高齢医療福祉係☎888ー1111（131 〜 135）

必ず届け出を！

国保・後期高齢者医療制度の被保険者が
交通事故など第三者の行為による負傷にあったときは

必ず届け出を！
交

通
事
故
や
け
ん
か
な
ど
第

三
者
の
行
為
に
よ
る
負
傷

で
治
療
を
受
け
た
と
き
の
医
療
費

は
、
原
則
と
し
て
加
害
者
が
負
担

す
べ
き
も
の
で
す
。
し
か
し
、
届

出
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
保
や

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を
使
っ
て

治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
医
療
費
は
加
害
者
が
負
担

交
通
事
故
な
ど
第
三
者
の
行
為

に
よ
る
負
傷
は
、
原
則
と
し
て
加
害

者
に
責
任
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
国
保
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

が
負
担
し
た
医
療
費
は
、
後
日
加
害

者
に
請
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
請
求
を
適
正
に
行
う
た
め

に
も
、
第
三
者
の
行
為
に
よ
る
負

傷
に
お
い
て
国
保
・
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
で
治
療
を
受
け
る
と
き

は
、
必
ず
国
保
年
金
課
へ
届
け
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
国
保
加
入
者
は
、
治
療
の
際
に

医
療
機
関（
整
骨
院
等
を
含
む
）

の
窓
口
で
、
第
三
者
行
為
届
出

済
証
明
書
の
提
示
が
必
要
で
す

■
第
三
者
の
行
為
に
該
当

す
る
場
合
と
は
?

次
の
ケ
ー
ス
で
保
険
診
療
を
希

望
す
る
と
き
は
、
国
保
年
金
課
へ

『
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
』
の

害
賠
償
請
求
に
は
多
く
の
場
合
、

診
断
書
や
医
療
機
関
の
領
収
証
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

■
示
談
を
結
ぶ
前
に
届
け

出
・
手
続
き
を

国
保
年
金
課
に
届
け
出
る
前
に

加
害
者
か
ら
治
療
費
を
受
け
取
っ

た
り
、
示
談
を
済
ま
せ
て
し
ま
っ

た
り
す
る
と
、
国
保
・
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
が
使
え
な
く
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

示
談
を
結
ぶ
前
に
必
ず
国
保
年

金
課
に
ご
相
談
の
う
え
、
必
要
な

届
け
出・手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
こ
ん
な
と
き
国
保
や
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
は

使
え
る
？

Q
交
通
事
故
加
害
者
と
し
て
ケ
ガ

を
し
た
場
合
は
?

A
届
出
を
す
れ
ば
使
え
ま
す

た
だ
し
、
飲
酒
運
転
や
無
免
許

運
転
な
ど
の
故
意
の
犯
罪
行
為

だ
っ
た
場
合
は
、
給
付
制
限
に

該
当
し
、
医
療
費
は
全
額
自
己

負
担
と
な
り
ま
す

Q
仕
事
中
や
通
勤
途
中
で
の
事
故

は
?

A
労
災
保
険
が
優
先
適
用
さ
れ
ま
す

業
務
中
や
通
勤
途
中
の
事
故
に

よ
る
ケ
ガ
は
、
労
災
保
険
で
治

療
を
受
け
る
の
が
原
則
で
す

届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
▼
交

通
事
故
に
あ
っ
た
と
き
▼
け
ん
か

に
巻
き
込
ま
れ
た
と
き
ー
な
ど

■
交
通
事
故
に
あ
っ
た
と

き
は
?

❶
警
察
に
届
け
出
る

交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら
速
や
か

に
警
察
に
届
け
出
て
、
自
動
車
安
全

運
転
セ
ン
タ
ー
か
ら
『
交
通
事
故
証

明
書
』
を
発
行
し
て
も
ら
い
ま
す
。

❷
国
保
年
金
課
窓
口
に
届
け
出
る

▼
印
鑑
▼
健
康
保
険
証
▼
交

通
事
故
証
明
書
（
後
日
で
も
可
）

▼
運
転
免
許
証
（
車
・
バ
イ
ク
な

ど
の
場
合
）
ー
を
持
参
し
て
、

国
保
年
金
課
の
窓
口
へ
届
け
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
相
手
の
い
な
い
自
損
事
故
の
場

合
も
、
必
ず
届
け
出
を
し
て
く

だ
さ
い

■
交
通
事
故
に
あ
っ
た
と

き
の
注
意
点

●
事
故
の
相
手
を
確
認
す
る

お
互
い
の
連
絡
先
・
車
の
ナ
ン

バ
ー
・
運
転
免
許
証
（
住
所
・
氏
名

な
ど
）・
加
入
し
て
い
る
保
険
会
社

な
ど
を
確
認
し
ま
す
。

●
医
師
の
診
察
を
受
け
る

事
故
直
後
は
シ
ョ
ッ
ク
で
痛
み

を
感
じ
な
く
て
も
、
負
傷
し
て
い

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
損

被
害
者

（
国
保
加
入
者
・
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
加
入
者
）

国
保
・
後
期
高

齢
者
医
療
制
度

医
療
機
関

加
害
者

➡

届出

➡
請　求

➡ 医　療

➡ 支払い

●交通事故などの第三者行為●
国保・後期高齢者医療制度で治療を受ける場合

医療費の
一時立て替え

➡

事故
発生

みんなでささえ愛…こくほ
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みんなでささえ愛…ねんきん

国
金民
年結婚や就職・転職・退職などにより国民年金の加入の仕方が変わることがあ

り、その都度届出が必要になります。届出を忘れると、将来受け取る年金
額が減額されたり、受け取れなくなる場合もあります。届出は、忘れずに
行いましょう。

国民年金は、まず届出から国民年金は、まず届出から

※ 1　種別：▼第 1号被保険者：自営業者・農林漁業従事者・学生・無職の人など　▼第 2号被保険者：会社員・公務員
▼第 3号被保険者：第 2号被保険者に扶養されている配偶者
※ 2　基本的には会社等で厚生年金等の加入手続きをすれば国民年金の資格は自動喪失となりますが、会社等で保険証
を受領した時点で国保年金課窓口において国民年金の喪失届をすれば、より速やかな切り替えができます

届け出が必要なとき 種別（※ 1） 届出先

第
1
号
被
保
険
者

20 歳になった（厚生年金・共済組合の加入者を除く） 第 1号 国保年金課

会社・役所などに就職した
厚生年金に加入

第 1号→第 2号 勤務先（※ 2）
共済組合に加入

住所・氏名が変わった 第 1号 国保年金課

任意加入する 任意加入被保険者 国保年金課

海外に転出する人が引き続き国民年金に加入する 第 1号→任意加入

国内に親族が
いる　…最終住所地の市町村
いない…最終住所地を管轄す

る年金事務所

保険料を納めるのが困難 第 1号 国保年金課

保険料を口座振替で納めたい 第 1号 金融機関・年金事務所

年金手帳をなくした 第 1号 国保年金課・年金事務所

第
2
号
被
保
険
者

会社・役所などを退職した
本人 第 2号→第 1号

国保年金課
扶養されている配偶者 第 3号→第 1号

会社などを退職し、配偶者（第 2号被保険者）の扶養になる 第 2号→第 3号 配偶者の勤務先

住所・氏名が変わった 第 2号 勤務先

年金手帳をなくした 第 2号 勤務先

第
3
号
被
保
険
者

20 歳になった 第 3号 配偶者の勤務先

会社・役所などに就職した
厚生年金に加入

第 3号→第 2号 勤務先
共済組合に加入

配偶者が会社を変わった（加入制度が変わらない場合を除く） 第 3号 配偶者の新しい勤務先

配偶者（第 2号被保険者）に扶養されるようになった
第 1号→第 3号
第 2号→第 3号

配偶者の勤務先

収入増・離婚で配偶者の扶養から外れた 第 3号→第 1号 国保年金課

住所・氏名が変わった 第 3号 配偶者の勤務先

年金手帳をなくした 第 3号 年金事務所

国民年金保険料の納付は、口座振替がお得です！　2月 28日までに手続きを！
2 年前納（4月～翌々年 3月分）、1年前納（4月～翌年 3月分）、半年前納（4月～ 9月分・10 月～翌年
3月分）の口座振替の申し込みは、2 月 28 日（水）までに、各金融機関の窓口または年金事務所において手
続きしてください。　※当月分を当月末に振り替え（50円割引）の早割制度は、随時受付しています
●問い合わせ　土浦年金事務所☎825ー1170

国保年金課国民年金係☎888ー1111（136・137）
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人を育むまちづくり

閉校式のお知らせ
町立学校再編の進捗状況について

教育委員会学校教育課☎888ー1111（321）

閉校式のお知らせ

3 月に閉校する実穀小学校と吉原小学校で閉校式を開催いたします。地域の皆さん、卒業生の皆さんも、	
ぜひ、ご参加ください。（実穀小学校・吉原小学校ともに駐車場に限りがありますので、できるだけ徒歩でお越
しいただくようお願いいたします。）

学校再編の進捗状況

吉原小学校閉校式 実穀小学校閉校式
▼期日：3 月 24日（土）
▼時間：午前 9時から
▼場所：吉原小学校体育館
▼駐車場：吉原小学校校庭

▼期日：3 月 24日（土）
▼時間：午後 1時 30分から
▼場所：実穀小学校体育館
▼駐車場：実穀小学校校庭および県立霞ヶ浦聾

ろう

学校

阿見第二小学校

■再編時期
平成 35年 3月に閉校し、平成 35年 4月に阿見小学校と統合となります。

■指定校変更制度の導入について
平成 35年に阿見小学校と統合することに伴い、平成 30年度から平成 34年度までに阿見第二小学
校から阿見小学校への指定校変更制度を導入することになりました。

君原小学校

区長・副区長・PTA代表と教育委員会での意見交換会を実施しました。引き続き協議をしていきます。

（仮称）本郷地区新小学校

4 月開校の（仮称）本郷地区新小学校の進捗状況についてお知らせします。

■学校名が決まりました！
平成 29年 6月 9日～ 7月 7日まで公募を行い、応募総数 135件の中から開校準備委員会において	

協議・検討した結果、『阿見町立あさひ小学校』を選定し、平成 29年 8月 25
日に開催した教育委員会定例会、平成 29年第 3回阿見町議会定例会（9月）にて承認され、新小学校名

が決定しました。



■デザインの説明
地平線からのぼる朝日をシンボリックに表現。多様性を

考慮し、英訳表記 (ASAHI　Elementary　School）を配置

しました。

朝日を表現した放射状の線の消えている下部分には、校舎

の形状をイメージさせる扇形が隠れています。この扇形は朝

日へ向かう道とも重なり、明るい未来・希望へ向かうことを

表現しています。
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豊かな人づくり

■校章が決まりました！
デザイン会社に委託し、提案された作品の中から選定を行い、開校準備委員会において決定しました。

■建設工事の進捗状況
校舎および屋内体育施設の建設は、平成 28年 8月に着工し、基礎工事・建物本体工事・内装工事等

を行い、平成 29 年 11 月 30 日に完成しました。建築物は、鉄筋コンクリートの一部鉄骨造　地上	

２階建　延床面積約 9,224 ㎡の扇形の形状をイメージした建物です。

現在は、建物周りの外構工事・グラウンド整備工事・歩道整備工事を行い、平成 30年 4月の開校に

向けて準備を進めています。

教　室あさひ小学校の校舎外観

体育館昇降口

あさひ小学校の開校については、地域住民代表、児童の保護者、議会代表、教職員代表など、多
くの皆さまにご協力いただき、子どもたちにとってより良い教育環境の整備を円滑に推進し、必要
な準備・検討および運営に関しての具体的な協議を行っております。
あさひ小学校に関する情報は、「新小学校開校準備委員会だより」を通じて、保護者の皆さまや
地域の皆さまにお知らせします。
町ホームページにも掲載していますので、ぜひご覧ください。
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健康と元気を支えるまちづくり

町食生活改善推進協議会だより
町食生活改善推進協議会事務局（健康づくり課内）☎888ー2940

食生活改善推進協議会
シンボルマーク

町食生活改善推進員は、『私たちの健康は私たちの手で』を活動の合言葉に、町内の各
地区で正しい食生活について普及活動を行っているボランティア団体です。今回は、み
なさまの健康のために、役立てていただきたい内容と、活動の一部をお伝えします。

「わたしが、家族が、みんなが、取り組む健康づくり」

今年度より健康づくり課が町民の皆さんにお伝えしている『健康あみ５つのあいことば』を、食生活改善推進
員も一緒に広めています。いつまでもいきいきと元気に過ごしていただけるよう、ぜひ取り組んでいただきた
いと思います。

▼作り方
❶切り干し大根は水で戻して水気を切る
❷にんじん・しいたけは千切りにし、さやいん
げん・ちくわは斜めに薄切りにする
❸フライパンに油を熱し、❶と❷を炒める。
Aを加えて、水気がなくなるまで煮詰める

▲切り干し大根のミルク煮

▼材料（2人分）
切り干し大根・・・・10グラム
にんじん・・・・・・・6グラム
生しいたけ・・・・・・小 1個
ちくわ（小）・・・・・・・1本
さやいんげん・・・・・5グラム
サラダ油・・・・小さじ 3分の 1
　　牛乳・・・・・・・ 135cc
A　だしの素・・小さじ 3分の 1
　　サラダ油・・小さじ 3分の 1

▼栄養価（1人分）
▼エネルギー 116kcal▼たん白質 7.7 グラム
▼脂質 3.4 グラム▼食塩相当量 0.7 グラム

健康食の紹介『切り干し大根のミルク煮』
このメニューでは、牛乳をだし汁の代わりに使っています。牛乳の旨みとコクにより、食塩量が少なくてすみます。

●君原小学校での調理実習
君原小学校の 1・2 年生
のみなさんが学校農園で
収穫したさつまいもを	
使って、一緒に料理を作
りました。とても楽しく
調理できました。

●霞ヶ浦高校での調理実習
平成 29 年 12 月 25 日
に同校へ伺い、調理	
実習を行いました。
バランスのよい食事や、
減塩・野菜摂取等につい
てをお伝えしました。

食育活動食育活動

町食生活改善推進協議会で、また私たちと一緒に活動しませんか？

平成 29年度の食改養成講習会を修了した皆さんが 4月から、新会員として活動します。
町食生活改善推進協議会を退会された人のなかで、また再開できる人はいらっしゃいますか？　この機会に
活動を再開したいという人がいらっしゃいましたら、事務局（健康づくり課〔総合保健福祉会館『さわやか	
センター』内〕☎ 888ー2940）までご連絡ください。

■健康あみ５つのあいことば
1. 毎日体重をはかろう
2. 減塩しよう　1 日の望ましい塩分量は、男性 8g、女性 7gです
3. 毎日両手いっぱいの野菜（350ｇ）を食べよう
4. 今より 10分でも多く体を動かそう
5. 禁煙しよう
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第 40回阿見町マラソン大会結果

■
一
般
男
子
（
5
㎞
）

❶
仲
田
晶
太　
　

15
分
23
秒

❷
浅
野
清
一
郎　

18
分
36
秒

❸
灰
垣
孝
司　
　

18
分
38
秒

❹
芝
山
拓
也　

❺
田
中
賢
一　

❻
那
須
亮
太

❼
堀
米
将
広　

❽
中
島　

卓　

❾
小
林　

誠

�
雑
賀
敏
充

■
一
般
女
子
（
5
㎞
）

❶
芦
田
瑞
恵　
　

21
分
49
秒

❷
永
井
由
紀　
　

24
分
11
秒

❸
出
井
ひ
と
み　

24
分
51
秒

❹
川
又
寛
子　

❺
松
本
志
信　
　

❻
菊
地
絹
代

❼
藤
田
紀
子　

❽
村
田
え
い
か　

❾
山
本
実
果

�
瀬
川
聡
子

■
一
般
男
子
（
10
㎞
）

❶
橋
本
拓
矢　
　

34
分
02
秒

❷
駒
木
根
一
弘　

35
分
13
秒

❸
榊
原
直
哉　
　

37
分
41
秒

❹
小
川
真
生　

❺
芦
田
泰
志　
　

❻
鈴
木
裕
一

❼
沖
田　

翔　

❽
合
田
龍
太
郎　

❾
竹
尾
涼
太

�
入
江
航
史

■
最
高
齢
者
賞
（
特
別
賞
）

●
倉
石
邦
夫　

81
歳
（
一
般
男
子
5
㎞
に
出
場)

※
同
じ
記
録
で
あ
っ
て
も
順
位
に
差
が
あ
る

場
合
は
、
表
示
さ
れ
て
い
る
記
録
の
秒
以
下
の

タ
イ
ム
で
順
位
を
決
定
し
て
い
る
た
め
で
す

マラソン大会阿見町　師走の阿見町で健脚を競った選手たち

平成 29 年 12 月 3 日、総合運動公園で阿見町マラソン大会
が行われました。この日は、1107 人のランナーが出場し、健
脚を競い合いました。大会結果は次のとおり（敬称略）。

■
小
学
生
低
学
年
男
子
（
2
㎞
）

❶
大
関
一
星　
（
舟
島
小
3
年
）　　

7
分
55
秒

❷
深
田
颯
陽　
（
本
郷
小
3
年
）　　

8
分
09
秒

❸
雑
賀
温
大　
（
本
郷
小
2
年
）　　

8
分
09
秒

❹
三
木
寛
太　

❺
袴
田
栞
汰　

❻
高
倉
聖
翔

❼
鳥
原
龍
馬　

❽
手
束
幸
瑛　

❾
小
田
島
悠
翔

�
川
口
晴
流

■
小
学
生
低
学
年
女
子
（
2
㎞
）

❶
岡
野
友
美　
（
本
郷
小
3
年
）　　

8
分
36
秒

❷
武
井
莉
子　
（
本
郷
小
3
年
）　　

8
分
51
秒

❸
高
津
こ
の
み
（
阿
見
小
3
年
）　　

8
分
51
秒

❹
松
田
悠
寿　

❺
増
田
優
花　

❻
大
井
菜
那
美

❼
野
村
明
穂　

❽
室
井
音
映　

❾
青
山
花
楓

�
永
井
茉
白

■
小
学
生
高
学
年
男
子
（
3
㎞
）

❶
渡
邉
遊
羽　
（
第
一
小
6
年
）　　

11
分
05
秒

❷
川
口
颯
太　
（
君
原
小
6
年
）　　

11
分
13
秒

❸
手
束
優
宏　
（
本
郷
小
6
年
）　　

11
分
23
秒

❹
長
澤
海
輝　

❺
袴
田
惟
人　

❻
小
林
蒼
徠

❼
灰
垣
悠
翔　

❽
斉
藤
陽
也　

❾
須
貝
政
耶

�
雑
賀
奏
人

■
小
学
生
高
学
年
女
子
（
3
㎞
）

❶
鈴
木
花
奈　
（
本
郷
小
6
年
）　　

12
分
38
秒

❷
大
渕
七
海　
（
阿
見
小
4
年
）　　

12
分
41
秒

❸
広
原
美
希　
（
阿
見
小
5
年
）　　

12
分
43
秒

❹
川
口
愛
菜　

❺
安
江　

遥　

❻
岸
本
乃
々
子

❼
野
口
柚
南　

❽
長
沼
佳
依　

❾
大
枝
未
来

�
鹿
野
実
唯
納

■
中
学
生
男
子
（
5
㎞
）

❶
川
口
陽
生　
（
竹
来
中
3
年
）　　

16
分
08
秒

❷
村
上
大
樹　
（
阿
見
中
3
年
）　　

16
分
27
秒

❸
永
田
覇
人　
（
朝
日
中
1
年
）　　

17
分
13
秒

❹
宮
城
優
斗　

❺
韮
澤
史
人　

❻
小
福
田
卓
弥

❼
柴
山
碧
波　

❽
湯
原
舞
紘　

❾
大
槻
涼
真

�
井
上
叶
翔

■
中
学
生
女
子
（
3
㎞
）

❶
中
村
紗
夏　
（
阿
見
中
3
年
）　　

10
分
26
秒

❷
根
本
ま
な　
（
竹
来
中
2
年
）　　

11
分
12
秒

❸
土
屋
美
憂　
（
阿
見
中
1
年
）　　

11
分
26
秒

❹
宮
本
麻
央　

❺
谷
川
莉
奈　

❻
宮
崎
芽
衣

❼
本
間
新
奈　

❽
秋
山
莉
子　

❾
今
村　

菫

�
篠
﨑
夏
実

生涯学習課（中央公民館内）☎888ー2526
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予科練平和記念館だより

予科練平和記念館☎891ー3344　開館時間：月曜日を除く午前 9 時〜午後 5 時

予科練平和記念館ホームページ　http://www.yokaren-heiwa.jp/

◎学芸員のつぶやき
今回は予科練の酒保で売られたお菓子のお話です。酒保は海軍の売店のことで、予科練習生は訓練後にご
はんを食べたり、軽食を買うことができました。昭和 18年（1943 年）の、ある予科練習生の出納簿をのぞ
いてみると酒保で買った食べ物が並んでいます。うどん・まんじゅう・ラムネ・しるこ・ビスケットなどなど。
現代では聞きなれないものには、五色玉やチャイナマーブルと呼ばれるお菓子がありました。
五色玉やチャイナマーブルは、両方とも色が複層になっている丸いキャンディーで、なめていると下の層
が出てきて次々に色が変る仕掛けのお菓子でした。

『零戦』実物大模型を展示しています

予科練平和記念館開館 5周年記念事業で製作した、実物大『零
式艦上戦闘機二一型（零戦）』模型を展示しています。
毎週日曜日および祝日に、格納庫前に引き出して展示してい
ますので、ぜひご覧ください。
▼公開日：開館日に公開　※月曜日休館。月曜日が祝日の場合は
　　　　　翌火曜日が休館。雨天および強風の場合は公開中止
▼時　間：午前 9時～午後 4時 30分
▼場　所：予科練平和記念館隣接の格納庫および格納庫前
▼観覧料：無料 ▲実物大で再現された『零戦』

予科練平和記念館だより

企画展『シベリア強制抑留関係展示会』開催中

一般財団法人全国強制抑留者協会より借り受けた資料を基に、戦後、シベリアを中心とする旧ソ連各地に抑
留された人々についての展示を実施します。
▼期　日：3 月 18日（日）まで　※月曜日休館。月曜日が祝日の場合は翌火曜日が休館
▼時　間：午前 9時～午後 5時（入館は 4時 30分まで）
▼場　所：予科練平和記念館 20世紀ホール
▼観覧料：無料（常設展の観覧には通常の料金がかかります）

予科練平和記念館『年間パスポート』の販売

予科練平和記念館の観覧券に「年間パスポート」が追加されました。ご購入いた
だいて窓口でご提示いただければ、１年間何度でも予科練平和記念館をご見学い
ただけます。
▼価　格：▽大人：1,500 円　▽小人：900 円
▼有効期間：購入日から 1年間
▼その他：特別展など観覧料金が変更される場合があります。詳しくは、予科練

平和記念館に直接ご確認ください
年間パスポート (縦 5.4cm×横 8.6cm、上段：表面、下段：裏面 )▶
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AMI AMIインフォメーション

ム
あ
た
り
30
円
（
当
日
計
量
）▽

印
鑑

▼
分
別
と
仕
分
け 

農
ポ
リ
・
農
サ

ク
ビ
・
農
P
O
・
肥
料
空
袋
ご
と
に

分
別
こ
ん
包
し
て
く
だ
さ
い

●
そ
の
他	

▽
土
砂
・
作
物
残
さ
・

木
片
・
金
属
片
な
ど
の
異
物
を

取
り
除
き
、
適
正
な
荷
姿
で

搬
入
し
て
く
だ
さ
い
（
重
さ
10

キ
ロ
グ
ラ
ム
程
度
と
し
、
農
ビ

は
ビ
ニ
ー
ル
ひ
も
で
、
農
ポ
リ

は
ポ
リ
の
ひ
も
で
縛
る
）
▽
パ
レ

ッ
ト
で
の
持
ち
込
み
に
ご
協
力

く
だ
さ
い

s
町
農
業
用
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
適
正

処
理
推
進
協
議
会
▼
茨
城
か
す
み

農
協
阿
見
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

☎
8
8
9
ー

0
6
2
1
▼
農
業
振

興
課
☎
8
8
8
ー

1
1
1
1

（
1
8
3
）

町
で
は
、
町
の
魅
力
を
広
く
町

内
外
に
P
R
し
、
地
域
活
性
化
を

推
進
す
る
ひ
と
つ
の
方
法
と
し
て
、

町
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を

選
考
す
る
た
め
、
町
民
投
票
を
左

記
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
投
票
で
き
る
人 

町
内
に
在
住
・

在
学
・
勤
務
し
て
い
る
人

▼
投
票
期
間 

2
月
9
日（
金
）〜

3
月
9
日（
金
）　

※
❶
土
・
日
は

休
み
。
た
だ
し
、日
曜
開
庁
日（
2

▼
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル

▼
期
日	

2
月
27
日（
火
）

▼
時
間	

午
前
8
時
〜
10
時

▼
場
所	

茨
城
か
す
み
農
協
阿
見
営

農
経
済
セ
ン
タ
ー

▼
収
集
対
象	

使
用
済
農
ビ
（
塩
化

ビ
ニ
ー
ル
）
の
み　

※
対
象
外
の

も
の
は
収
集
不
可

▼
持
参
品 

▽
県
農
業
用
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
処
理
協
会
へ
の
登
録
料
：

1
0
0
0
円
（
平
成
29
年
10
月
・

11
月
に
登
録
さ
れ
た
人
は
無
料
）

▽
農
家
負
担
金
1
キ
ロ
グ
ラ
ム
あ

た
り
15
円
（
当
日
計
量
し
ま
す
）

▽
印
鑑

▼
農
業
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

▼
期
日	

3
月
6
日（
火
）

▼
時
間	

午
前
8
時
〜
10
時

▼
場
所	

茨
城
か
す
み
農
協
阿
見

営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

▼
収
集
対
象	

使
用
済
農
ポ
リ
（
ポ

リ
エ
チ
レ
ン
）　

※
対
象
外
の
も

の
は
収
集
不
可

▼
持
参
品 

▽
県
農
業
用
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
処
理
協
会
へ
の
登
録
料
：

1
0
0
0
円
（
平
成
29
年
10
月
・

11
月
に
登
録
さ
れ
た
人
は
無
料
）

▽
農
家
負
担
料
金
：
1
キ
ロ
グ
ラ

月
4
日
・
11
日
・
25
日
）
は
投
票
で

き
ま
す
❷
土
・
日
は
休
み
❸
〜
❼

毎
週
月
曜
日
お
よ
び
2
月
11
日

（
日
）・
13
日（
火
）は
休
館

▼
投
票
時
間 

❶
❷
午
前
8
時
30
分

〜
午
後
5
時
15
分
❸
〜
❼
午
前
8

時
30
分
〜
午
後
7
時

▼
投
票
方
法 

投
票
用
紙
に
氏
名
・

住
所
お
よ
び
候
補
作
品
の
中
か
ら

1
つ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
選
ん
で

番
号
欄
に
○
を
記
入
の
う
え
、
左

記
投
票
箱
に
投
函
し
て
く
だ
さ
い

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
投
票
は

実
施
し
て
い
ま
せ
ん
▼
郵
送
も
受

付
し
ま
す
が
封
筒
・
切
手
は
を
ご

負
担
く
だ
さ
い

▼
投
票
用
紙
の
配
付 

▼
2
月
9
日

（
金
）に
投
票
用
紙
を
全
戸
配
付
し

ま
す
▼
町
内
に
在
学
・
勤
務
し
て

い
る
人
は
、
左
記
の
投
票
箱
の

設
置
場
所
で
投
票
用
紙
を
交
付
し

ま
す
の
で
、
お
手
数
で
す
が
お
申

し
出
く
だ
さ
い　

※
投
票
用
紙
の

不
足
等
は
、
情
報
広
報
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い

▼
投
票
箱
の
設
置
場
所	

❶
役
場
❷

う
ず
ら
出
張
所
❸
中
央
公
民
館

❹
か
す
み
公
民
館
❺
君
原
公
民
館

❻
舟
島
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
❼
本

郷
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
候
補
作
品 

多
数
の
応
募
作
品
か

ら
町
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

選
考
委
員
会
に
よ
り
6
つ
の
候
補

作
品
が
選
考
さ
れ
、
投
票
用
紙
に

デ
ザ
イ
ン
お
よ
び
名
称
が
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す

▼
結
果
発
表 

8
月
に
開
催
す
る

﹁
ま
い
・
あ
み
・
ま
つ
り
﹂
会
場
お
よ

び
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
て
発
表

▼
そ
の
他 

▼
投
票
は
1
人
に
つ
き

1
回
で
お
願
い
し
ま
す
▼
町
立
小

学
校
に
在
学
し
て
い
る
1
年
生
か

ら
6
年
生
の
皆
さ
ん
は
学
校
で
投

票
し
ま
す
。
世
帯
配
付
の
投
票
用

紙
と
重
複
し
て
投
票
し
な
い
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す

s
情
報
広
報
課
☎
8
8
8
ー

1
1
1
1
（
2
9
8
）

▼
日
時 

2
月
4
日（
日
）▼
受
付
：

午
前
9
時
か
ら
▼
対
局
：
10
時
か

ら
▼
解
散
：
午
後
5
時

▼
場
所 

中
央
公
民
館
2
階
和
室

▼
参
加
料 

▼
一
般
：
1
5
0
0
円

▼
会
員
：
1
0
0
0
円
▼
中
学
生

以
下
：
6
0
0
円
（
食
事
代
含
む
）

s
阿
見
棋
友
会　

野
口
☎
8
8
7
ー

6
5
8
1

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
2
・
3
機
に
よ
る

標
記
訓
練
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時 

2
月
13
日（
火
）〜
15
日

（
木
）、
20
日（
火
）〜
22
日（
木
）

日
没
か
ら
約
3
時
間
以
内
（
各
機

2
時
間
基
準
）

s
陸
上
自
衛
隊
航
空
学
校
霞
个
浦

校
総
務
課
☎
8
4
2
ー

1
2
1
1

（
3
4
2
0
）

町
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

町
民
投
票
を
実
施
し
ま
す

使
用
済
み
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
・

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
の
回
収

阿
見
棋
友
会

『
新
春
将
棋
大
会
』
開
催

陸
上
自
衛
隊
霞
个
浦
飛
行
場

『
夜
間
飛
行
訓
練
』
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〈広告欄〉

AMI AMI インフォメーション

▼
琴
演
奏
▼
民
族
衣
装
着
付
体
験

※
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
・
福
袋
あ
り

▼
募
集
人
数 

1
0
0
人

▼
参
加
料 

1
0
0
円
（
国
際
交
流

協
会
会
員・小
学
生
以
下
は
無
料
）

▼
申
込
方
法 

2
月
6
日（
火
）ま
で

に
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
左
記
に

申
し
込
む　

※
土
・
日
・
月
を
除
く

s
町
国
際
交
流
協
会
事
務
局

☎
8
8
8
ー

1
1
1
1
（
2
9
2
）

�aiea-am
i@

atlas.plala.or.jp

県
で
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
・
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
・
療
育
手
帳
等

の
交
付
を
受
け
て
お
り
、一
定
の
要
件

に
該
当
す
る
人
を
対
象
に
自
動
車
税
減

免
申
請
の
出
張
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

▼
日
時	

2
月
27
日（
火
）午
前
10
時

〜
正
午
、
午
後
1
時
〜
4
時

▼
場
所	

役
場
1
階
１
0
１
会
議
室

▼
そ
の
他	

▼
減
免
の
要
件
に
よ
り

必
要
な
書
類
が
異
な
り
ま
す
。
必

ず
事
前
に
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
▼
新
車
・
中
古
車
の
登

録
に
係
る
減
免
や
自
動
車
取
得
税

の
減
免
は
、
管
轄
の
県
税
事
務
所

で
お
願
い
し
ま
す

s
土
浦
県
税
事
務
所
収
税
第
一
課

☎
8
2
2
ー

7
2
0
5

使
わ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
お
人

形
・
ぬ
い
ぐ
る
み
な
ど
を
ゴ
ミ
に
出

▼
勤
務
期
間	

4
月
1
日（
日
）〜
平

成
31
年
3
月
31
日（
日
）

▼
勤
務
日
時	

週
5
日（
土
・
日
を
含

む
）午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

15
分
の
う
ち
5
時
間
30
分
（
5
時

間
30
分
勤
務
）　

※
月
曜
日
除
く

▼
勤
務
場
所	

地
区
公
民
館
ま
た
は

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
勤
務
内
容	

地
区
公
民
館
ま
た
は

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
運
営
・
管
理

▼
月
給 

1
2
9
7
0
0
円

▼
募
集
人
数	

若
干
名

▼
応
募
期
間	

2
月
16
日（
金
）ま
で

※
毎
週
月
曜
日
等
休
館
日
を
除
く

▼
応
募
方
法 

履
歴
書
（
3
か
月
以

内
撮
影
の
写
真
貼
付
）
を
直
接
左

記
に
提
出
す
る　

※
郵
送
不
可

▼
選
考
方
法	

書
類
選
考
・
面
接

s
生
涯
学
習
課
（
中
央
公
民
館
内
）

☎
8
8
8
ー

2
5
2
6

町
国
際
交
流
協
会
か
ら

▼
期
日 

2
月
18
日（
日
）午
前
10
時
〜

午
後
1
時
（
開
場
：
午
前
9
時
30
分
）

▼
場
所 

町
民
体
育
館（
上
履
き
持
参
）

▼
内
容 

▼
和
太
鼓
▼
正
月
ゲ
ー
ム

『
世
界
の
正
月
を
遊
ぼ
う
』

参
加
者
募
集

自
動
車
税
減
免
申
請
の

出
張
窓
口
開
設

地
区
公
民
館
ま
た
は
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
館
長
（
非
常
勤
職
員
）
募
集

せ
ず
に
困
っ
て
い
る
人
の
た
め
に
、

人
形
供
養
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時	

2
月
11
日（
日
）▼
受
付
：

午
後
1
時
か
ら
▼
供
養
：
2
時
か
ら

▼
場
所 

総
合
保
健
福
祉
会
館
『
さ

わ
や
か
セ
ン
タ
ー
』
駐
車
場

▼
供
養
料 

1
体
1
0
0
0
円
、
2

体
以
上
2
0
0
0
円（
目
安
で
す
。

お
気
持
ち
で
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
強
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
供

養
料
は
、
町
の
社
会
福
祉
に
役
立

た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

▼
そ
の
他	

雨
天
決
行
。
人
形
な
ど

は
当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い

s
阿
見
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
菅
野

☎
8
8
7
ー

3
6
0
8

▼
場
所 

実
穀
（
寺
子
）
地
内

▼
使
用
料 

❶
タ
イ
プ
A（
33
平
方
メ

ー
ト
ル
）年
額
7
0
0
0
円
❷
タ
イ

プ
Ｂ（
49
・
5
平
方
メ
ー
ト
ル
）
年
額

1
0
5
0
0
円
❸
タ
イ
プ
Ｃ
（
66
平

方
メ
ー
ト
ル
）
年
額
1
4
0
0
0
円

▼
区
画
数 
❶
30
区
画
❷
❸
6
区
画

※
定
員
で
締
切

▼
設
備 

水
道
・
駐
車
場
・
ト
イ
レ

※
農
具
収
納
庫
の
利
用
可（
有
料
）

▼
受
付
日
時 

随
時　

※
土
・
日
を

除
く
午
前
9
時
〜
午
後
6
時

▼
申
込
方
法 

使
用
料
・
印
鑑
を
持
参

し
直
接
下
記
に
申
し
込
む
（
事
前
に

空
き
状
況
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
）

s
阿
見
産
直
セ
ン
タ
ー
☎
8
4
3
ー

2
4
0
3

『
広
報
あ
み
』
に
お
い
て
、
左
記

の
❶
〜
❸
の
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

❶
1
月
号
通
常
版
18
ペ
ー
ジ
『
予
科

練
平
和
記
念
館
だ
よ
り
』

（
誤
）収
蔵
資
料
展
﹁
旗
と
手
紙
﹂
開

催
中
﹂

（
正
）企
画
展
﹁
シ
ベ
リ
ア
強
制
抑
留

関
係
展
示
会
﹂
の
開
催
に
つ
い
て

（
誤
）
観
覧
料
：
常
設
展
チ
ケ
ッ
ト
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

（
正
）観
覧
料
：
無
料
（
常
設
展
の
観

覧
に
は
通
常
の
料
金
が
か
か
り

ま
す
）

❷
1
月
号
お
知
ら
せ
版
3
ペ
ー
ジ

『
町
民
意
向
調
査
へ
の
ご
協
力
お

願
い
し
ま
す
』

（
誤
）対
象
：
町
内
に
居
住
す
る
20
歳

以
上
の
男
女

（
正
）対
象
：
町
内
に
居
住
す
る
18
歳

以
上
の
男
女

❸
1
月
号
お
知
ら
せ
版
2
ペ
ー
ジ

『
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
女
性

だ
け
の
入
会
説
明
会
開
催
』

※
対
象
者
を
女
性
の
み
と
掲
載
し

ま
し
た
が
、
男
性
も
ご
出
席
い

た
だ
け
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す

s
❶
情
報
広
報
課
☎
8
8
8
ー

1
1
1
1
（
2
9
8
）
❷
政
策

秘
書
課
☎
8
8
8
ー

1
1
1
1

（
2
8
3
）
❸
（
公
社
）
町
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
☎
8
8
8
ー

2
0
3
6

『
レ
ン
タ
ル
フ
ァ
ー
ム
ふ
れ

あ
い
』
利
用
者
募
集

お
わ
び
と
訂
正

『
チ
ャ
リ
テ
ィ
人
形
供
養
』
開
催
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役場開庁時間（土・日・祝日・年末年始を除く）
午前 8時 30分～午後 5時 15分
※日曜開庁あり（『広報あみ』お知らせ版参照）

『広報あみ』は、毎月第 2・4（12月は第 3）金曜日発行です。
下記公共施設等にも備えてありますので、ご利用ください。
▼公共施設：役場 1 階正面玄関・ロビー、役場 2 階情報広報
課、うずら出張所、総合保健福祉会館『さわやかセンター』、
中央・かすみ・君原の各公民館、本郷・舟島の各ふれあいセ
ンター、予科練平和記念館、町民活動センター
▼その他の施設：阿見・中央一・阿見原・青宿・実穀・君原の
各郵便局、常陽銀行阿見・荒川沖東の各支店、筑波銀行
阿見・荒川本郷の各支店、水戸信用金庫阿見支店、茨城
県信用組合阿見支店

●人口と世帯●
▽ 1月 1日現在
▽常住人口ベース
▽（　）内は前月比
▽情報広報課調べ

●公共機関電話番号●●防災行政無線フリーダイヤル●
防災行政無線で放送された内容は、下記の
フリーダイヤルの電話でも確認することがで
きます。（通話料は無料です）

うずら出張所	
☎ 841ー1167
健康づくり課	
☎ 888ー2940
福祉センターまほろば	
☎ 887ー3969
地域子育て支援センター	
☎ 891ー2772
阿見消防署	
☎ 887ー0119
火災情報案内	
☎ 0297ー64ー0119
上下水道課	
☎ 889ー5151
霞クリーンセンター	
☎ 889ー0091
中央公民館	
☎ 888ー2526
君原公民館	
☎ 889ー1363
かすみ公民館	
☎ 888ー8111

本郷ふれあいセンター	
☎ 830ー5100
舟島ふれあいセンター	
☎ 840ー2761
図書館	
☎ 887ー6331
予科練平和記念館	
☎ 891ー3344
総合運動公園	
☎ 889ー2788
教育相談センター	
☎ 888ー1225
町民活動センター	
☎ 888ー2051
町男女共同参画センター	
☎ 896ー3181
消費生活センター	
☎ 888ー1871
町民ダイヤル（休日当番医・
定例相談等のテレホンサー
ビス）☎ 887ー6600

●定例相談●

阿見消防署管内調べ
出場件数 173件（2,048）

※救急車の適正な利用を
お願いします

急　　病 109件（1,315）
交通事故 24件（ 226）
一般負傷 21件（ 260）
そ の 他 19件（ 247）
合　　計 173件（2,048）

2 月の納税等
固定資産税（4期）
国民健康保険税（8期）
後期高齢者医療保険料（8期）
介護保険料（6期）
納期限 2月 28日（水）

3 月の納税等
国民健康保険税（9期）

納期限 4月 2日（月）

救急車出動状況 12月（年累計）

※納期限後に納付される場合、納付までの日数により延滞金がかかります

●総人口　47,495 人 ( ＋ 22）
●男　性　23,538 人 ( ＋ 14）
●女　性　23,957 人 ( ＋ 18）
●世帯数　19,308 世帯 ( ＋ 11）

●あみメール登録お願いします●
スマートフォン・携帯電話で
t-ami@sg-m.jp宛てに空メール
を送信するか、または左記QRコ
ードを読み取り、専用サイトにア
クセスして登録してください。▲ＱＲコード

0120-131-813

人権相談／行政相談
日　　時	 2月1日（木）　午前10時～午後3時
場　　所	 役場 3階 305会議室
問い合わせ	 総務課☎ 888ー1111（215）
子育て相談
電話・来所相談	 月～金曜日 午前 9時～午後 4時
場　　所	 中郷保育所内
訪問相談	 随時受付
問い合わせ	 地域子育て支援センター☎ 891ー2772
教育相談
日　　時	 火～金曜日 午前 9時～午後 3時
場　　所	 図書館となり
問い合わせ	 教育相談センター（やすらぎの園）☎ 888ー1225
心配ごと相談
日　　時	 水曜日 午後 1時～ 4時
弁護士相談	 月 1回午後 1時～ 3時 30 分　※弁護士相談

は毎週水曜日の心配ごと相談にて要予約
場　　所	 総合保健福祉会館『さわやかセンター』相談室
問い合わせ	 町社会福祉協議会☎ 887ー0084
高齢者総合相談
日　　時	 月～金曜日 午前 8時 30分～午後 5時 15分
場　　所	 町社会福祉協議会内
問い合わせ	 	町地域包括支援センター☎887ー8124
消費者相談
日　　時	 月～金曜日　午前9時～正午、午後1時～ 4時
場　　所	 役場 1階町消費生活センタ−
問い合わせ	 町消費生活センタ−☎ 888ー1871
交通事故相談
期　　日	 月～金曜日
時　　間	 午前 9時～正午、午後 1時～ 4時 45分
弁護士相談	 水曜日　午後 1時～ 4時　※要予約
場　　所	 県土浦合同庁舎
問い合わせ	 県南地方交通事故相談所☎ 823ー1123
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会場内のバルーンアート・フォトブースは、泉恵子さん、飯野久美子さん、岩田典子さん、大徳道子さん、吉原久美子さん
のボランティアにより企画・製作していただきました。ご協力いただきましてありがとうございました。


